
 

 

 

ザリガニが〝被害者
ひがいしゃ

〟に ! 
 

去年３月に設置した南小のアクアリウムでは、白子川のホトケドジョウ・ギンブナ・

アブラハヤ・ザリガニが育っていますが、意外な事実が明らかに！  

 

設置数カ月後には信じられない事態となっていました。あろうこと

か、数匹いたザリガニがアブラハヤやギンブナにやられて、一番大

きなザリガニ１匹を残して行方不明。残った１匹も、カゲでコソコ

ソ生きている状態です。用務員さんはやられているザリガニを何回

も見たそうです。 

狭い水槽での勢力争いは、一般的な「強い生物」「弱い生物」の区分

では想像しにくい状態となっています！ 
 

もともと１匹ですがなんとか生きています。湧水ではありませんが、

校庭の循環式水車池（大きなコイ数匹）の水を使用しています。 
 

オオフサモ、カナダモ  

 

・・・小さなアクアリウムの中でくり広げられる生態。ひとつの事例に過ぎません

がここから学ぶべきことは多いと思います。                       (菅沢 博) 

◇ザリガニは倉部今日子氏の挿絵を借用 (2013.11.20東京新聞掲載) 

 

 

白子川の源流でアユが育ってほしいと 

テスト放流して３年目。 

今年は５月７日(日)11時ころから 

緑橋(西武池袋線・鉄橋から南の初めの橋)の下で、

アユの稚魚の放流を行いますので 

親子でおいでください。(雨天実施) 

※稚アユは埼玉南部漁協が荒川の秋ヶ瀬で捕獲 

 

 
大南小 白子川アクアリウム その後 

生物間の争い 

ホトケドジョウ 
 

水 草 

 

 

 
●６月４日 (日)  
９時～1２時 
雨天決行 

 
●マルバヤナギの下集合 

動きやすい服装 

 
●川に入って水質・生物・ 

植物等調査 

 

 
●申し込み先：菅沢 03-3923-8430 
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